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Ⅰ 緒 言
i僻さ～の鎮痛役び鎮静作用は経験的によく知られ,戟国
では古来一般に湯治と称して温泉が広く用いられている
そしてリウマチ疾患,特に慢性関節t)ウマチが第-の適
応症としてあげられている.
慢性関節リウマチはなお原因不明の疾患であり,薬物
療法の発達も認められるが,その反面副作用も多々見ら
れ そのため温泉療法の価値がますます再認識されつつ
ある (森永,1962;小林,1967).
温泉の作用は温熱,浮力,水圧などの物理的な非特異
的作用 (森永,1967)と,含有される化学的成分による
特異的作用 (矢野ら,1958)があり,これらの結合利親
に対する個体の反応性などを結合して理解されねばなら
ない (八田,1967).更に転地に伴う環境の変化,社会生
請,家庭生活よりの解放は温泉の刺激,温泉地の気候要
素 (藤巻,1967)とあいまって人体に好影響をもたらす
ものであろう(吉沢,1969).
著者は入院時j:り3ケ月間に於ける慢性関節 リウマチ
患者 (以下RAと略記)の温泉入浴前後の筋電図学的変
化を検索した.
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ⅠⅠ 検索対象と方法
1)筋電図の検索対象と方法
検索対象は第II編で述べたC1assicalRA13名,Der1-
niteRAl名の計14名である.
検索部位は炎症症状のある関節に近い筋那 (母指対立
防,短母指列転筋)と遠い筋 (上腕二頭筋)の両側を選
んだ.
検索した筋数ならびに活動電位数は表1,2に示した.
検索方法は第Ⅰ編に述べたと同様であるが,入浴には
鳥取LE]r<三朝温泉岡山大学研究所泉 (含重曹 ･食塩 ･放射
能泉,40j=loC,10分間)を用い,その入浴前後の筋電
図検索を行った.入俗後の検索は入浴両後より5分以内
に行った.
M.E.
】nb.b.
m･0.p.
m.a.p.b
Total
Admision
rp.t.
i)筋肉内温度の検索対象と方法
検索対象は岡山大学医学部附属病院三朝分院内科入院
中のClassicalRA12名 (全例とも上記筋電図検索を行
っていない)と当院職員7名を対照とした.
検索部位は右三角筋を選んだ.
検索方法は入浴前後とも右三角筋を5%ヨ-ドチンキ
及び1070次荘硫酸アルコ-ルで消毒し2W/vroの塩酸プ
ロカインで局所麻酔し金属線で出来た検体を18mmの
深さに刺入し1分後に測定した.
温度計は仁丹体温計製電子温度計Thermo-FjncrH-
1･2型式 (温度範囲 :25-35/34-45oC,目盛0.1oC)杏
用いた.
又同時に筋電図 (持脚 寺間のみ)を検索した.
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Table3. MeanamplitudeoFactionpotential
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III 検 索 成 績
A 安 静 時
入浴前後とも第Ⅰ･lI編同様冥苗波型を認めなかった.
8 中等度収縮時
a)振幅について (表 3)
1)RA群の入浴前後について
り上腕二頭筋 (入院時 :18例,1ケ月後 :15例,2ケ月
後 :12例,3ケ月後 :13例)(図18)
入院時に於ける入浴前後の平均値は,入浴前0.40土
0.07mV,入浴後0.39土0.06mVと入浴前が入浴後より
高いが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける人前'i前
後の平均値は入浴前0.37土0.05mV,入浴後0.39土0.16
abductorp〇日JCisbrevis
mVとや 入ゝ浴後が入浴前より高いが有意差を認めなか
った.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.37
土0.06lTIV,入浴後0.37土0.09mVと変りなかった.3
ケ月後に於ける平均旧は入浴前0.35土0.05mV,入浴後
0.43土0.ll11Vと入浴後が入浴前に比べて高 く有意差
(P<0.05)を認めた.
il)母指対立筋 (入院時 :22例,1ケ月後:15例,2ケ
J]後 :13例,3ケ月後 :14例)(図 1b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.42土0.10
m＼′,入浴後0.43土0.11nlVとやや入浴後が入浴前より
高くなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける
入浴前後の平均値は入浴前0.39土0.08mV,入浴後0.41
土0.06mVと入浴後が入浴前より高くなったが有意差を
E3,]fore After Befo'e 八十ter ElefDre AJter Before After
AdE..SS.On 15tmOnth 2nd'TIOnEh 3rdrTIOnth
t:1ご.1 tl/)
認めなかった.2ケ月後に拾げろ入浴前後の平均値は入
浴前0.47土0.08mV,入浴後0.46土0.1511Vと反対に入
浴前が入浴後より高 くなったが有意差を認めなかった.
3ケ月後に於ける入浴前後の平均friは 入浴前0.5Bj=0.26
mV,入浴後0.55土0.19mVと入浴前が入浴後より高 く
なったが有意差を認めなかった.
主il)無目指列転筋 (入院時 :20例,1ケ月後 :15例,2
ケ月後 :13例,3ケ月後 :13例)(図 lc)
入院時に方ミける入浴前後の平均値は入浴前0.46j=0.09
mV,入浴後0.41土0･09mVと入浴前が入浴後より高く
有意差 (P<0.05)を認 めた. 1ケ月後に於ける入浴前
後の平均掛 ま入浴前0.43±0.08mV,入浴後.0.44i=0.12
11.Vとやゝ入浴後が入浴前より高くなっているが有意差
を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前0.47j=0.llmV,入浴後0.43j=0.12mVと入院時
と同様に入浴前が入浴後より高くなったが有意差を認め
なかった.3ケ月後に於ける入浴前後の平均(酎ま入浴前
0.53土0.14mV,入浴後0.42土0.12mVとや 入ゝ浴前が
し E3Df〇lL, Aftijr f3T,lh)rE- AflLer Br,f〇re Alter 8efore AltE･r
Fig.1.(C)
Flg,i.MeLlnVeluesnr.d＼･Lll.】nt10nSOf'anlPliludc
inrhcuematoidLlrtlnritisduring3months
af'teradmissin.
BeFor-befTorcthegeneralsprlngbath
Arter-af-terthegenerこ.1sprlngbath
Flg.1,(a) Resultsonm.blCPSbrachi
Fig.1.(b) Resultsonnl.OPPOnenSPOlicis
TTh 1.(ど) Rcsultsonm,abductorr)oIicisbrevis
入俗後より高くなったが有意差を認めなかった.
2)StoroidTherapyとの関係
退去 3ケ月以上 1日PreLhiso】on5-10mg服用 して
いる者 (以下 ster()id酢と略記)過去 1年及び以上服用し
ていない者 (以下非 slF=rOiL用､仁と略記)に分け検索した.
i)_冊に'.BI澗
StこrOld腔 (入院時:7例,1ケ月後:5例,2ケ月後 :
5明,3Jj-)1枚:4関目図2l)
入院r.lL.rAにJさける大汗‡前後の平均肘 ま入浴前0.39土0.06
mV,入浴['f:EO,33j=0.05mVと入浴前が入浴後よりやゝ
後の平均lr'Tは 八､浴.'1730.371=0.05mV,入浴後0.39土0･06
nlVとi凶こ入浴F如 言入浴前より高 くなっているが有意差
を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前0.37±0.05nlV,入浴後0.38j=0.05mVと入浴
後がや 請ゝいが有意三三を認めなかった.3ケ月後に於け
る入浴前後の平均裾 ま入浴前0.38j=0.04mV,入浴後
0.37±0.08171Vと入院時と同様に入浴前が入浴後よりや
高ゝ くなったが有意差を認めなかった.
非 stcrojd群 (入院時 :11例,1ケ月後 :lo削,2ケ月
後 :7例,3ケ月後 :9例)(図2占)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.40土0.10
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mV,入浴後0･39土0.07mVと入浴前が入浴後よりや＼
高くなったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける
入浴前後の平均値は入浴前0.37土0.05mV,入浴後0.39
j=0･06mVと逆に入浴後が入浴前よりや 高ゝ くなったが
有意差を認めなかった.2ケ月後に放ける入浴前後の平
均囲 ま入浴剤0137j=0.07mV,入浴後0.36j=0.llmV
とわずかに入浴前が入浴後より高くなったが有意語を認
めなかった13ケ月後の入浴前後に於ける入浴前後の平
均値は入浴前0･33±0.05mV,入浴後0.45土0.11mVと
入浴後が高く有意差 (Pく0.05)を認めた.
il)母指刈iT筋
Steroid郡 (入院時 :8例,1ケ月後 :6[/Tr1,2ケ月後 :
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during3n10r】thsafLferadmission.
Bef-ore-berorethegeneralspringbath
Arter-irterthegelerllspringbin.th
5例,3ケ月後 :4例)(図3β)
入院時に料 ナる入浴前後の平均鮎 ま入浴前0.45土0.04
mV,入浴後0･43土0･06mVと入浴前が入浴後より高い
が有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入浴前後の
平均胤 ま入浴前0.41土0.09mV,入浴後0,40j=0.04mV
と入浴前が入浴後よりや 高ゝ くなったが有意差を認めな
かった･2ケ月後に,TJNする入浴前後の平均値 は入 浴前
0･45士0･04mV,入浴後0･43士0.09nlVと入浴前が入浴
後よ り高 くなったが有意差を認めなかった.3ケ月後に
拾ける入浴前後の平均値は入浴前0.42土0.04mV,入浴
後0･46±0105mVと逆 に入浴後が入浴前より高 くなっ
たが有意差を認めなかった.
t3e-i,rtJ AHビ｢ [:kfoTP After Before After Before After
lT】g･3(/)･MeanvこlluesandvariationsOFamplltu(ic
on m･or)ponenspolic三sil一theStcroids-grour)i
durllg3m〇nthSalteradmission.
Befbre-befbrethegcnerこ1sprmgbath
Arte1-こIrtel-thegenCrLi.'叩三.川gban
非stcrc);dTJ',TI(入院時 :14例,1ケ月後 :9例,2ケn
後 :8例,3ケ月後 :lo削)(図3/)
人に誹寺に於ける入浴前後の平均日出ま入浴前0.40j=0.03
mV,入浴後0.43j=0.13mV と入浴後が入浴前より高 く
･'-ごったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入浴
前後の平均 佃 ま入浴前0.37±0.09mV,入浴後0.41土
0･08mVと入浴後が入駅前より高 くなったが有意差を認
めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均闘ま入浴
TITIAO.49±0.1011V,入浴後0.48土0.17rnVと逆に入手;こ
苗が入浴後よりや 高ゝ くなったが有意差を認めなかった
3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.64士0.28
m 1ヽ 入浴後0.57土0.25mV と入浴前が入浴後より高 く
なったが有意差を認めなかった.
】1り短母指列転筋
S〔eroid郡 (入院時 :7例,1ケ月後 :6例,2ケj]隻 :
5tFrl,3ケ月後 :4例)(図4a)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.50土0.09
池 上
mV,入浴後0.47土0.06mVと入浴前が入浴後より高く
なったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける入浴
前後の平均値は入浴前0.42土0.07mV,入浴後0.41土
0.13mVと入浴前が入浴後より高くなったが有意差を認
めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴
前0.48土0.12mV,入浴後0.42土0.06mVと入浴前が
入浴後より高くなったが有意差を認めなかった.3ケ月
後に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.49土0.03mV,
入浴後0.47士0.04mVと入浴前が入浴後より高くなった
が同様に有意差を認めなかった.
rnopporv,tspol■cls
Fig.3(b).Meanvaluesandvariationsofamplitude
onm.opt)omenspolicisintheNoSteroids-groups
during3monthsafteradmissior).
Before-beforethegeneralspringbath
Artcr-a一terthegener'llspringbath
Flg.4(a).Meanvaluesandvariat10nSOfamplitude
onm.abductorpoljcisbrevュsintheSterolds-groups
during3monthsafteradmission.
Berore=bef-orethegenralsprlngbafJI
After-afterthegeneralspringbath
忠 興
非steroid群 (入院時:13例,1ケ月後 :9例,2ケ月
後 :8例,3ケ月後 :9例)(図4b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.44土0･14
IlV,入浴後0.40±0.06mVと入浴前が入浴後より高く
なったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける入浴
前後の平均値は入浴前0.44士0.08mV,入浴後0･46土
0.13mVと逆に入浴後が入浴前より高くなったが有意差
を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前0.47j=0.10mV,入浴後0.43士0114mVと入院
時と同様に入浴前が入浴後より高くなったが有意差を認
めなかった.3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴
前0.55j=0.18mV,入浴後0.54j=0.13mVと入浴前が
入浴後より高くなったが有意差を認めなかった.
Before After Before After E】efore All
lらtmOnth 2ndrnDnth 3rdn⊃nth
Before After
AdTnlSSLOn
Fig.4(b).Meanva)uesandvariationsofamplitude
intheonm.abductorpolHcisbrevisintheNo
Steroids-groupsduring3monthsa一teradmission.
Berore-b〇rorethegeleralspringbath
Alter-Llrterthegeneralsprlngbath
3)StagTeとの関係
手首関節のレントゲン写真によりstageを決め,stage
r-Il群とstLlgC17トIV‡刑こ分け検索した,
i)上椀二頭筋
StageトH酢 (入脚寺:9例,1ケ月後 :9例,2ケ月
後 :6例,3ケ月後 :7例)(図5a)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.39土0.06
mV,入浴後0.38土004mVと入浴前が入浴後よりやゝ
高くなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける
入浴前後の平均値は入浴前0.37土0.06mV,入浴後
0.39土0.07mVと逆に入浴後が入浴前より高くなったが
有意差を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平
均値は入浴前0.36土0.06mV,入浴後0,33土0.15mVと
入院時と同様に入浴前が入浴後より高くなったが有意差
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を認めなかった･3ケ月後に於ける入浴前後の平均佃 ま
入浴前0･32士0･06m＼/,入浴後0･41土0･08mVと1ケ月
後と同様に入浴後が入浴前より高く有意差 rP<0.05)杏
認めた.
StagelII-IV群 (入院時 :9例,1ケ月後 :6例,2ケJl
徳 :6例,3ケ月後 :6例日図5b)
大開 寺に於ける入浴前後の平均佃 ま入浴前0.41土0.07
mV,入浴後0･39土0･07mVと入浴l嗣 リ､浴後より高く
なったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に駈ける入浴
前後の平均佃 ま入浴前 0.36土0.02mV,入浴後0.39±
0･06mVと逆に入浴後が入浴前より高くなったが有意差
を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前0･38土0･06mV,入浴後0.39j=0.10mVと入浴後
が入浴前よりや 高ゝくなったが有意差を認めなかった.
3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.38土0.03
~ Before After Before After Before After Before After
AdmtsSlGn Istmonth 2ndmonth 3rdmonth
Flg･5(a)･Meanvaluesandvariationsorampltude
onm.bicepsbrachiintheStageHトgroupsduring
3mo王Ithsa一teradmission.
iierore-beforethegenraLsprH1gbath
Arter-artel.thegeneralspringbath
Flg･5(b)IMeanvaluesandvariationsof'amplltude
onm･bicepsbrachilm theStageⅢ -1V一groups
during3monthsafteradmlSSion.
Before-bef'Orethegeneralsprilgbath
Alter-a一terthegenera一sprlngbath
'11V入浴後 0･46土0･12mVと入浴後が入浴前より高く有
意差rP<0,05)を認めた.
Il)巧指対立筋
StageI-IⅠ群 (入院時 :12例,1ケ月後 :10例,2ケ月
拷 :6例,3ケ月後 :8例)(図6α)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.44士0.08
mV,入浴後 0･43士0･08mVと入浴前が入浴後より高く
なったが有志差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入浴
前後の平均佃 ま入浴前 0,41土0.08mV,入浴後0.41土
0･llmVと変らず,2ケ月後に於ける入浴前後の平均値
は入浴前0･51土0.05mV,入浴後0.39土0.06mVと入浴
苗が高く有意差 rPく0.05)を認めた.3ケ月後に於ける
入浴前後の平均佃ま入浴前0.58±0.17mV,入浴後0.50
j=0･18mVと入浴前が入浴後より高くなったが有意差を
認めなかった.
Flgl6(a)･Meanvaluesand＼′arlationsofamplitud3
onm･opponenspollCisintheStageI-1I-3rOupS
during3monthsafltcradmission.
Before-beForethegeneralsprlngbath
Arter-afterthegeneralbath
Stage】II-1V群 (入院時 .･lo削,1ケ月後 .･5例,2ケ
n後 :7例,3ケ月後 :6例)(図6b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.39j=OH
1TIV,入浴後 0.43士0.14mVと入浴後が入浴前より高く
なったが有意差を認めなかった.1ケ月後に放ける入浴
前後の平均値は入浴前0.33土0.04mV,入浴後0.41土
0･04mVと入浴後が入浴前より高く有意差 (P<0.05)杏
認めた.2ケ月後にIJ'ltする入浴前後の平均値は入浴前
0･44j=0･09mV,入浴後0.52士0.17mVと入浴後が入浴
苗より同様に高くなったが有意差を認めなかった.3ケ
月後にJtj一号ける入浴前後の平均値は入浴前0.581=0.36mV,
池 上 忠 興
入浴後0.64j=0.22mVとこれも入浴後が入浴前よりlr,lく
なったが有意差を認めなかった.
】li)短母指外転筋
SlageI-ⅠⅠ群 (入院時 :11例,1ケ月後 :9例,2ケノ｣
後 :6例,3ケ月後 :7例)(図7a)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前0.45士0.15
mV,入浴後 0.43土0.09mVと入浴前が入浴後より高 く
なったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける入浴
〉 Before Afler 8efore After Before After Before After
Fig.6(b).MearlVa一uesaldvariationsofalTlplitude
onm.opponenspoHicISlntheStageTTトIV-groups
during3monthsafteradmission.
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Aflter-afterthegenemlspringbath
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Fig.7(a).Meanvaluesandvariationsoramplitude
onm.abductorpolicisbrevisintheStageトlト
groupsduring3monthsa一teradmission.
Before-beflOrethegeneralspringbath
After-afterthegeneralsprlngbath
前後の平均値は入浴前 0.45士0.06mV,入浴後 0.48土
0･14mVと入浴後が入浴前より高 くなったが有意差を認
めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴
前0･48土0.10mV,入浴後0.37土0.05mVと入浴前が入
浴後よ り高 く有意差 (P<0.05)を認めた.3ケ月後に於
ける入浴前後の平均値は入浴前0,57士0.13mV,入浴後
0.54土0.10mVと入浴前が入浴後より高 くなったが有意
差を認めなかった.
StageIIHV群 (入院時 :9例,1ケ月後 :6例,2ケ
月後 :7例,3ケ月後 :6例)(図7∂)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入着?‡前0.47土0.09
mV,入浴後0.43土0.09mVと入浴前が入浴後より高 く
なったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入浴
前後の平均値は入浴前 0.39土0.09mV,入浴後0.39士
0･07mVと入浴前後と変らず,2ケ月後に於ける入浴前
後の平均値は入浴前0.47j=0.llmV,入浴後0.47土0.ll
mVと変 らなかった. 3ケ月後に於ける入浴前後の平均
値は入浴前0.50土0.12mV,入浴後0,52土0.12mVと入
浴後が入浴前より高 くなったが有意差を認めなかった.
b)持続時間について (表 4)
1)RA群の入浴前後について
i)上院二頭筋 (入院時 ･.18例,1ケ月後 :15例,2ケ
月後 :12例,3ケ月後 :13例)(図8a)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.6土0.5
msec,入浴後3.7土0.5msecと入浴後が入浴前よりや ゝ
大 きくなったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於け
る入浴前後の平均値は入浴前 3.7土0.7msec入浴後4.0
mV
ー Before After E〕efore After 8efore After Before After
Fig.7(b).MeanvaluesandvariatlOnSOfamplitude
onm.abductorpolicisbrevisintheStagelH-1V-
groupsduring3mo王11hsafLteradmission.
Berore-befわrethegeneralspringbath
After-afterthegeneralsprlngbath
慢性関節リウマチの筋電図に関する臨床的研究
j=0･5msecと入浴後が入浴前より大きくなったが有意妄(三
を認めなかった･2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前3･5土0･4msec入浴後3.7土0.5msecと入浴後が
入浴前より大きくなったが有意差を認めなかった.3ケ
月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.8±0.7msec,
入浴後4･0土0･5msecと入浴後が入浴前より大きくなっ
たが有意差を認めなかった.
iり母指対立筋 (入院時 :22例,1ケ月後 :15例,2ケ
月後 :13例,3ケ月後 :14例)(図8b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.9j=0.7
msec,入浴後412j=0.5msecと入浴後が大きくなったが
有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入浴前後の平
均値は入浴前3.8士0.9msec,入浴後3.7土0.7msecと
逆に入浴前が入浴後より大きくなったが有意差を認めな
かった･2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前
3･9土0･5msec,入浴後3･8土0.6nlSeCと入浴前が入浴
後よりや 大ゝきくなったが有意差を認めなかった.3ケ
月後に於ける入浴前後が 1三均値は入浴前4.2土1.1msec,
入浴後 4･3土1･21-1SeCと入院時と同様に入浴後が入浴前
よりや 大ゝきくなったが有意差を認めなかった.
l上i)短母指外転筋 (入院時 :20列,1ケ月後 :15例,
2ケ月後 :13例,3ケ月後 :13例)(図8C)
入院時に於ける入捌 fl後の平均値は入浴前 4.1j=0.7
msec,入浴後4･0土0･5msecと入浴前が入浴後よりやゝ
大きいが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける入浴
前後の平均値は入浴前3･9±1.Omsec,入浴後4.1土1.1
msccと逆に入浴後が入浴前より大きくなったが有意差
を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前4･1土0･5msec,入浴後3.4土0,5msecと入院時
と同掛 こ入浴前が入浴後より大きく有意差(P<0.05)杏
認めた･3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前
4･lj=018msec,入浴後4.0土0.7msecと入浴前が入浴
後よりや 大ゝきくなったが有意差を認めなかった.
2)SteroidTlerapyとの関係
i)上院二頭筋
Steroid群 (入院時 :7例,1ケ月後 :5例,2ケ月後 :
5例,3ケ月後 :4例)(図9〟)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.41=0.3
msee,入浴後3･5j=0.4msecと入浴後が入浴前よりやゝ
大きくなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於け
る入浴前後の平均値は入浴前 3.7土0.3msec,入浴後
3･7±0･3msecと入浴前後で変らず,2ケ月後に於ける
入浴前後の平均値は入浴前3.5j=0.3msec,入浴後3.7j=
0･3nlSeCと入浴後が入浴前より大きくなったが有意差を
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Fig.8(α).Restltsonm.bicepsbrachi
Flg･8(b)･Resultsonm.opponenspoHicis
Fig･8(C)･Resu一tsonm.abdudorpolicisbre＼′is
10
M,E.
池 上 忠 興
Table4. Meilndurationofactionpotential
Rheumatoidarthritis
I言.､. t､…二‥
m･b･b･ H3･6 0･5:3･7 0･5!･3･7 017:4･0 0･5H
l
?? ???
Rheumatoidarthritis
Steroids-group
3.5 0.4 3.7 0.3
4.2 0.4日3.6 0.3
m.b.b.
m･0･p･
m.a.p.b.
? ??????? ????????????
∴ 二㍉ :二
0.7萱4.0 0.5
4.3 1.2
4.0 0.7
??? ??? ? ??????????
NoSteroids-group
????? ???????? ???????? ?
?
? ?
????????
? ?
?
???? ???
? ? ?
?
? ? ?????? ??????
StageトⅠⅠ-group
nl.b.b.
nl･0･p･
m.0.p.
m.ap.b.
???? ? ??? ? ??
?
? ? ? ? ?
?
;二; ::描 ; 3二;
StageIIトIV-group
主~ ∴ 三 三一 言 I: 三三
1
? ? ?
??
M.E.=muscularexaminatiol S.D.≡standこIrddevlatlOl
3.60.4lrF3.90.8r3.90.4:-.二∴■,･ミ
BeroI.e-befわrethegeneral
sprlngbath A一ter-arterthegeneralspringbath nl･b･b.-m,bicepsbrachi
m.0.p.-m.opponenspoIJicis m.a.p.b.-m.abductorpollC】Sbre＼′is
mSeC
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onm.bicepsbrach]'iintheNoSteroids-groups
during3monthsa一teradmission.
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慢性関節 リウマチの筋電図に関する臨床的研究
認めなかった.3ケ月後に於ける入浴前後の平均佃 j:入
浴前3･5土0･3msec,入浴後3.5士0.2msecと変 らなか
った.
非sterojd群 (入院時 :11例,1ケ月後 :10i'礼 2ケ月
後 :7例,3ケ月後 :9例)個 9b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前3.7士0.5
msec,入汗‡後3.8j=0.6msecと入浴後がわずかに7＼浴前
より大きくなっているが有意差を認めなかった. 1ケ月
後に於ける入浴前後の平均桁は入浴前3.8士0.5msec,
入浴後4･2土0.6msecと入浴後が入浴前より大きくなっ
たが有意差を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後
の平均値は入浴前3.51=0.5msec,入浴後 3.7j=0.4msec
と入浴後が入浴前より大きくなったが有意差を認めなか
った.3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前 4.0
土0･7msec,入浴後4.2土0.4msecと入浴後が入浴前よ
り大きくなったが有意差を認めなかった.
Before After Before After Before After Before After
AdmトSS】On 1stmonth 2Eldmonth 3rdmon汁,
Fig.10(a).Meanva一uesandvariationsoFduratlOn
onm･opponenspollCISil一theSteroids-groups
dur】ng3monthsa一teradmlSSion.
Berore-beforethegeneralspringbath
Arter-afterthegeneralspringbath
i)母指対立筋
Steroid酢 (入院時 :8例,1ケ月後 :6例,2ケ月後:
5例,3ケ月後 :4例)(図10くり
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.8土0.3
msec,入浴後4.2土0.4msecと入浴後が入浴前より大き
くなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける入
浴前後の平均値は入浴前 3.6j=0.3msec,入浴後3.5j=
0.3msceとわずかに入浴前が入浴後より大きくなったが
有意差を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平
均値は入浴前 3.7土0.5msec,入浴後3.8土0.7msecと
入浴後が入浴前よりや 大ゝきくなったが有意差を認めな
かった.3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前
3.2土0.1msec入浴後3.9±0.3msecと入浴後が入浴前
より大きくなったが有意差を認めなかった.
ll
非sterojd群 (入院時 :14例,1ケ月後 :9例,2ケ月
後 :8例,3ケ月後 :10例)(固lob)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前 4.1土0.7
msec,入浴後4.l上o.6msecと変らず,1ケ月後に於ける
入浴前後の平均値は入浴前4.0土0.8msec,入浴後3.8土
0.9msecと入浴前が入浴後より大きくなったが有意差を
認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入
浴前4.oよo.5msec,入浴後3.8土0.5msecと入浴前が
入浴後より大きくなったが有意差を認めなかった.3ケ
月後に放ける入浴前後の平均値は入浴前4.6土0.8msec
入浴後4.5土1.4msecと入浴前が入浴後よりや 大ゝ きく
なったが有意差を認めなかった.
ー Before AHer Elefore AfILer Before After Before After
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Fig.10(b).MeanvaluesandvariationsofduratlOn
onm.opponenspolicislntheNoSteroids-groups
duI-ing3molthsafteradmission.
Bef'ore-beforethegeneralspringbath
Arter=aFterTIつEgeneralspr】ngbath
jl)短母指列転筋
Steroid群 (入院時 :7例,1ケ月後 :6例,2ケ月後 :
5例,3ケ月後4例)(図11a)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴的3･8土0･5
mscc,入浴後4.0土0.6msecと入浴後が入浴前より大き
くなったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入
浴前後の平均値は入浴前3.5土0.4msec,入浴後3･6土
0.2msecと入浴後が入浴前よりや 大ゝ きくなったが有
意差を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均
値は入浴前4.l上o.5msec,入浴後3･4j=0･5msecと入
浴前が入浴後より大 きくなり有意差 (P<0.05)を認めた.
3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前3.4土0.5
msee,入浴後3.6土0.2msecと入浴後が入浴前より大き
くなったが有意差を認めなかった.
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非steroid群 (入院時 :13例,1ケ月後 :9例,2ノr月
後8例 :3ケ月後 :9例)(図 11b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前4.2±0.6
msec,入浴後3･9土0･5msecと入浴前が入浴後より大き
くなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に放ける入
浴前後の平均値は入浴前 4.2土日 msec,入浴後4.5士
1･2msecと入浴後が入浴前より大きくなり有意差(Pく
0･05)を認めた. 2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前4･1土0･4msec,入浴後3.3土0.2msecと入浴前
が入浴後より大きくなり有意後(P<0.05)を認めた.3
ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前4.5j=0.7msec
入浴後 4･2土0･7msecと入浴前が入浴後より大きくなっ
たが有意差を認めなかった.
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Fig.ll(α).Meanvaluesandvariationsorduratiol
onm.abductorpolicisbrevisintheSleroids-gr(-ups
during3monthsa一teradmission.
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3)Stageとの関係
i)上腕二頭筋
StageトII群 (入院時9例,1ケ月後 :9例,2ケ月後 :
6例,3ケ月後 :7例日図12`7)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前3.5士0.8
msec.入浴後3･6±0.4msecと入浴後が入浴前よりやゝ
大きくなったが有意差を認めなかった,1ケ月後に於け
る入浴前後の平均値は入浴前 3.6土0.5msec,入浴後3.9
土0･5msecと入浴後が入浴前より大きくなったが有意差
を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は
入浴前3.6土0.4msec,入浴後3.8土0.5msecと入浴後
が入浴前より大きくなったが有意差を認めなかった.3
ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.8土0.5
msec,入浴後4.0土0.6msecと入浴後が入浴前より大き
くなったが有意差を認めなかった.
Fig.12(〟).Meanvaluesandvariationsorduration
onm.bicepsbrachiintheStageI-1トgrotlPSduring
3monthsaf'teradmission.
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Fig.ll(b).Meanvaluesandvariationsofduration
onm.abductorpolicisbrevisintheNoSteroids-
groupsduring3monthsafteradmission.
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慢性関節リウマチの筋電図に関する臨床的研究
StageIII-IV群 (入院時:9例,1ケ月後:6例,2ケ月
後 :6例,3ケ月後 :6例)(図12b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前3.7±0.5
msec,入浴後318土0･5msccと入浴後が大鞘 は りや
大ゝきくなったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於
ける入浴前後の平均値は入浴前4.0土0.4msec,入浴後
4･2j=0･5msecと入浴後が入浴前より大 きくなったが有
意差を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均
値は入浴前3･5±0.4msec,入浴後3.6土0.4msecと入
浴後が入浴Tjは りや 大ゝ きくなったが有意差を認めなか
った･3ケ月後に放ける入浴前後の平均値は入浴前3.9
±0･8msec,入浴後3.9土0.4msecと変らなかった.
i)母指対立筋
StageI-ⅠⅠ群 (入院時 :12例,1ケ月後 :lo削,2ケ月
後 :6例,3ケ月後8例)(図13α)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前3.9土0.7
msec,入浴後4.1土0.5msecと入浴後が入浴前より大き
くなったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於ける入
浴前後の平均値は入浴前3.5土0.3msec,入浴後3.5土
0･4msecと変りなく,2ケ月後に於ける入浴前後の平均
値は入浴前4･1土0.5msec,入浴後3.7土0.6msecと入
浴前が入浴後より大きくなったが有意差を認めなかった
3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前4.4土Ll
msec,入浴後4.3土0.8msecと入浴前が入浴後よりやゝ
大きくなったが有意差を認めなかった.
StagelIトⅠⅤ群 (入院時 :10例,1ケ月後 :5例,2ケ
月後 :7例,3ケ月後6例)(図13b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前4.oよo.4
msec,入浴後4.3j=0.5msecと入浴後が入浴前より大き
Before After Before ALter
2ndmonth 3rdmonth
Before After Before After
Adm15510n Istmonth
Fig.13(a).Meanva一uesandvariationsorduration
onm.OpponenspolicislntheStageI-ll-groups
during3monthsafteradmission.
Before-beforethegeneralsprilgbath
Arter=arterthegenera一sprlngbatl
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くなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に於ける入
浴前後の平均値は入浴前4.4j=1.2msec,入浴後4.1土
日 msecと入浴前が入浴後より大きくなったが有意差を
認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入
浴前3･7土0･5msec,入浴後3.8土0.6msecと入浴後が
人俗調よりや 大ゝ きくなったが有意差を認めなかった.
3ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前 4.0土0.9
msec,入浴後4.3±1.5msecと入浴後が入浴前よ り大
きくなったが有意差を認めなかった.
Fig.13(b).Meanvaluesandvariationsof-duration
olm.OppOnenSpOHicisintheStageIII-1V-groups
duI.ing3monthsa一teradmission.
Befbre=betorethegeneralspringbath
Arter-arterthegcnCrこいsprlngbath
11)短母指外転筋
Stageト11耶 (入院時 :11例, 1ケ月後 :9例, 2ケ
月後 :6例,3ケ月後 :7例)(図14α)
入院時 に於ける入浴前後の平均値は入浴前 3.8i=0.6
nlSeC,入浴後4.Oよo.5msecと入浴後が入浴前よりやゝ
大きくなったが有意差を認めなかった. 1ケ月後に於け
る入浴前後の平均値は入浴前3.5±0.4msec,入浴後3.6
土0.411SeCと入浴後が入浴前よりや 大ゝきくなったが有
意差を認めなかった.2ケ月後に於ける入浴前後の平均
浴前が入浴後より大きく有意差 rP<0.05)を認めた.3
ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴前4.Oj=1.6msec,
入浴後4.0土0.5lTISeCと変らなかった.
SはgelZI-IV群 (入院時 .'9例,1ケ月後 :6例,2ケ
月後 :7例,3ケ月後 :6例)(図14b)
入院時に於ける入浴前後の平均値は入浴前4,3土0.6
msec,入浴後3.9士0.4msecと入浴前が入浴後より大き
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くなったが有意差を認めなかった.1ケ月後に放ける入
浴前後の平均値は入浴前4.6土1.2msec,入浴後4.8土
1.3msecと入浴後が入浴前より大きく有意差 (ア<0･05)
を認めた.2ケ月後に於ける入浴前後の平均値は入浴加
4.l上o,4msec,入浴後3.4j=0.5msecと入浴酌が入浴
後より大きく有意差 (P<0.05)を認めた.3ケ月後に於
ける入浴前後の平均値は入浴前4.Oj=0.8msec,入浴後
4.Oj=0.8msecと変りなかった.
C 最大収縮時
最大随意収縮を行なったところ,全例においてNMU
(NeuromuscularUnit)の減少を伴わず,正常かや 振ゝ
幅の低下を思わせる程度の干渉波となった.
rnSeC
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Fig.14(α).Meanvaluesandvariationsorduration
onm.abductorpolicisbrevisintheStageト1ト
groupsduring3monthsalteradmission.
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Fig.14(b).M eanvaluesandvariationsof-duration
onm.abductorpolicisbrevisintheStageTII-1V-
groupsduring3monthsa一teradmission.
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Arter-a一terthegeneralsprlngbath
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D 筋肉内温度と持続時間について
1)筋肉内温度 (図15)
対照群7例の入浴前後に於ける筋肉内温度の平均値は
入浴前36.5土0.2oC,入浴後37.6土0.2oCと入浴後が
入浴前より1.loC高くなり有意差 (P<0.05)を認めた･
RA群12例の入浴前後に於ける筋肉内温度の平均lr在は
入浴前36.5土0.2oC,入浴後37.3土0.3oCと入浴後が入
浴前より0.9DC高くなり有意差 (P<0.05)を認めた.
2)持続時間(図16)
対照群7例の入浴前後に於ける平均値は入浴前6.0土
0.4msec,入浴後5.8土0.4msecと入浴前が大 きくなっ
たが有意差を認めなかった.
lV 考 案
慢性関節リウマチに効果のある温泉として三沢(1944)
は単純泉,土質炭酸泉,食塩泉,七三硝性苦味泉,酸性泉,
硫黄泉,放射能泉の全身浴をあげ,温泉治療の作用機序
c ℃
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Fig.16.Meanvaluesandvariationsorduration
incontrols.
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慢性関節リウマチの筋電図に関する臨床的研究
として矢野 (1966)は次の通り報告している.
1.脱感作 (抗アレルギー作用)
2.抗苦,抗炎症作用
3.結合粍 (縁組系)細胞の風浩
4.下垂体,副腎皮質,性暁系の賦活
5.自律神経失調のTTI7封ヒ
6.末棺循環系の改善
7.詔代謝異常の是正
8.関節強同の防止,筋の機龍回復
全身浴の関節内温度に於ける,73,'f轡として伊藤 (1958)は
44cc3分,42〔C5分,38〇C20-15分を比較し381C15
分浴が関節内温度上昇或は温度持続効果が大きく,その
効果は4時間に及ぶとしていろ.
著者は鳥取県三朝温泉岡山大学研究所泉 (合唱曹 ･食
塩 ･放射能泉)を使用して,40土loCIO分間の入浴前後
を入院時,1ケ月後,2ケ月後,3ケ月後について筋に及
ぼす影響を筋電図学的に検索した.
BUclm lALeTai.(1954)は健康人の筋肉内混度の変動
と筋電図所見の関係 (表 5)を調べ筋の洞度が低下すると
活動電位が増加すると報告している.
15
著者は健康対照群の入浴前後の筋肉内も.Ei変と持続時間
の関係を検索した.40j=1ccの入浴前後で約1.1oCの温
度上昇がみられ,持続叫問は短縮する傾向にあった.こ
の結果とBucHTHALefa/.の報告より,筋の温度が上
昇すると活動電位の振幅が増大し,持続時間が短縮する
ものと考えられる.
RAに畑 する入浴前後の所FIl
i)入院時
i)上腕二頭筋
振幅は入浴前が入浴後より高 くな り,steroid郡,罪
sterold群及びstこIge1-II田,stageIII-IV群も入浴前が
入浴後より高くなった.持続時間は入浴後が入浴前より
高くなり,stcroid田,非steroid群及びstageI-II酢,
st'lgCIII-IVTrr:も入浴後が入浴絹より大きくなった.す
なわち筋の温度が上昇すると振幅は低下し,持続時間は
延長する.
iE)母指対_i,-_防
振幅は入浴後が入俗前より高 くなった.steroid酢 と
非stcroid郡に'JJlけるとstcroid群は入浴前が入浴後より
高くなり,非 sterojd郡は入浴後が入浴前よりT!.rJ-くなっ
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た.stageに分けるとstageI-II群は入浴机が入浴後よ
り高くなり,stageIIトIV群は入浴後が入浴前より高く
なった.持続時間では入浴後が前俗人より大きくなっ;I.
steroid群,非steroid群に分けるとsterold群は入浴後が
入浴前より大きくなり,非steroid群は入浴前,入浴後
とにも変りなかった.stageに分けるとstage1-11君羊,
stagelII-IV群ともに入浴後が入浴前より大きくなった.
以上の結果より筋の温度上昇により振幅は低下し,持続
時間は延長の傾向にあるが,非活動性のRAでは振幅は
増大し,持続時間にあまり差を認めない.
ii)短母指外転筋
振幅は入浴前が入浴後よ り高 くなり,steTOid群,罪
steroid群及びstageトⅠⅠ群,stageIIトIV群も入浴前が
入浴後より高くなった.steroid群,非steroid群に分け
ると,steroid群は入浴後が入浴前より大 きく,非ste-
roid群は入浴前が入浴後より大きくなった.stageによ
り分けるとstageトIl群は入浴後が入浴前より大きく,
stageI和一ⅠⅤ群は入浴前が入浴後より大きくなった.以
上の結果より筋の温度上昇により振幅は低下し,持続時
間は延長の傾向にあるが,非活動性のRAでは振幅は低
下し,持続時間は短節の傾向にある.
小 括
RAは筋肉内温度の上昇により振幅は低下し,持続時
間は延長する.非活動性RAでは反対に振幅の増大,持
続時間の短縮傾向がみられた.但し上腕二頭筋ではその
かぎりではなかった.
筋の常温に関してM oRIIZ(1963)はRAと健康人と比
較し,上腕二頭筋で差を認めないと報告している.著者
は三角筋で調べ同様に差を認めなかった.40士loCの入
浴前後による筋肉内温度ではRAO.9oCの上昇を,低質
対照群1･loC の上昇とや 対ゝ照群が高くなった.
2)3ケ月間の経過
i)上腕二頭筋
振幅は入院時で入浴前が入浴後より高く,1ケ月以後
では入浴後が入浴前より高くなった.持続時間は入院時
より3ケ月間ともに入浴後が入浴前より大きかった.
ii)母指対立筋
振幅は入院時より1ケ月間は入浴後が入浴前より高く,
2ケ月後では入浴前が入浴後より高くなった.持続時間
は入院時で入浴後が入浴前より大きく,1ケ月後で逆に
入浴前が入浴後より大きくなり,3ケ月後では入院時と
同様に入浴後が入浴前より大きくなっている.
ii)短母指外転筋
振幅は入院時で入浴前が入浴後より高く,1ケ月後で
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は逆に入浴後が入浴前より高くなり,2ケ月後では入院
時と同様に入浴前が入浴後より高くなっている.持脚寺
問は入院時で入浴前が入浴後より大きく,1ケ月後で逆
に入浴後が入浴前より大きくなり,2ケ月後で入院時と
同様に入浴前が入浴後より大きくなっている.
以上の結果より入院時と1ケ月後では筋電図所見が逆
の反応を示し,更に2ケ月後では入院時の反応に戻る傾
向を示している.この事は温泉が刺激療法もしくは変調
療法と考えられ,1ケ月を越えた場合馴化現象がみられ
る(矢野ら,1958)のと一致している.
Steroid群,非steroid群及びstageトⅠⅠ群,stageIII-
ⅠⅤ群も同様の傾向を示した.
V 結 論
慢性関節 リウマチ患者 14名(ClassicalRA:13名,
DefiniteRA:1名)の入院時より3ケ月間の温泉入浴前
後の活動電位を検討した.
検索部位として上腕二頭筋,母指対立筋及び短母指外
転筋を用いた.
筋肉内温度は三角筋を測定した.
1)筋肉内温度は慢性関節リウマチと健康対照群に差
を認めなかった.
2)温泉入浴後の筋肉内温度は約 1oC上昇し,慢性関節
リウマチと健康対照群に差を認めなかった.
3)慢性関節リウマチ患者の温泉入浴による筋肉内温
度上昇で,振幅は低下し,持続時間は延長した.
4)非活動性関節リウマチでは振幅の増大と持続時間
の短縮を認めた.
5)温泉連俗により1ケ月後の振幅,持続時間はともに
入院時と反対になる傾向を認めた.
6)温泉連浴により入院2ケ月後の振幅,持続時間はと
もに入院時に戻る傾向を認めた.
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CLINICAL STUDIESON ELECTROMYOGRA-
PHICCHANGESINRHEUMATOIDARTHRITIS
PART 3. EFFECT OF RADIOACTIVE HOT
SPRINGBATHS
byTadaokiIKEGAMT(Director;Prof-.HiroshiMoRI-
NAG^).DI'vl'sionofInternalMedL-cl'ne,IJ7SlitLItefo]一
Tl1ermalSprif7gResearclT,OkayamaUnL'1･erSl'y.
Abstf･aCt. Theauthorobserved thechangesin
electromyographicpaternsor14patientswitlrheu-
matoidarthritis(13casesorclassicalrheumatoid
arthritisandonecaseordefiniterleumatOidarthritis)
17
bathed2or3timesdal一yjnhotsprlngWateratMi-
sasaSpa,atatemperatureor40土loC,5-10minutes.
Theelectromyographicexamination wasper-
formedonthebicepsbrachi,opponenspolicisand
theabductorpollicisbrevis.
IntramuSCulartemperature wasmeasured in
tledeltoidmuscle.
Theresultswereasflolows.
1)Tleintramusculartemperatureincasesor
rheumatoidarthritisdidnotdeviateFrom normal
subjects.
2)Afterthegeneralspringbathingtheintra･
musculartemperatureincreasedaboutloCandithad
nodirrerencebetweenthepatientswithrheumatoid
arthritisandnormalsubjects.
3)Wlth increasingintramusculartemperature
bythegenera一sprlngbathinglnCasesOractiverheu-
1TmtOJ'darthritisthemeanpotentialamplitudede-
creasedandthemeanpotentia一durationincreased.
4)Withincreasingintramusculartemperature
bytlegenera一sprlngbathinglnCasesOrinacti＼.e
rheumatiodarthritisthemeanamplitudeincreased
andthemeandurationdecreased.
5)Thepaternsofpotentialdurationand'lnlPli-
tudebeforeandafterabathonre-examination,one
molュtha一teraseriesorthegeneralsprlngbaths,
showedatendencyorreverseortheinitialpatterns.
6) A一tertwomonthsoraseriesorthegenera一
spr】ng baths, thepaternsor electromyographic
changesofpatientswithrheumatoidarthritisfoHow-
ingthebathlngWereSimilartotheinitialpatterns.
